
 

 

 

 

 

貝の微生物感染防御に働くレクチン MytiLec-1 の遺伝子配列を決定 

 

〜スイスの海洋創薬雑誌『Marine Drugs』誌に掲載〜 

（平成 28年 5月 11日付オンライン掲載） 
 

 

ムラサキイガイの感染防御に働く MytiLec-1 レクチンの遺伝子配列を決定しました。 
 

☆研究成果のポイント 

○ムラサキイガイが微生物に感染すると体内で作られその増殖を抑える MytiLec-1 というレクチン

タンパク質をコードする遺伝子配列がわかりました。 

○この遺伝子配列を用いて、食用二枚貝であるムラサキイガイ養殖時の微生物感染診断法や、海洋

環境指標のマーカーの開発が期待されます。 
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院生 イムティアジ・ハサンならびに日本学術新興会 特別研究員 小出康裕らの研究チーム 

○トリエステ大学(イタリア)研究員 マルコ・ゲルドル博士(ゲノム遺伝学) 

 

 

【研究の背景】 

細胞は糖鎖で覆われています。レクチンは糖鎖と結合するタンパク質（糖鎖に結合する抗体を除

く）の総称で、微生物や細胞表面の糖鎖と結合し、その増殖を調節することが知られています。レ

クチンはウイルス、細菌、植物から動物まで、幅広く存在していますが、二枚貝を含む軟体動物

は、病原微生物に感染すると体内からその糖鎖と結合するレクチンを分泌し、これが防御に働いて

いると予想されていましたが、その実体は未解明でした。 

MytiLec-1 は、食用二枚貝ムラサキイガイに見つかった、α-ガラクトースという糖に結合する新

種のレクチンです(1。欧州の共同研究機構は、ムラサキイガイの病原微生物感染でその体内にレク

チンが増産されることを発見しました(2。 

 

【研究の概要と成果】 

本研究によりMytiLec-1の遺伝子とmRNAの配列を決定し、トランスクリプトーム解析という方法

を用いたところ、微生物が感染すると MytiLec-1 の mRNA 転写量が増加することから(下図 A)、

MytiLec-1 レクチンの増産が起きていることが明らかになりました。 

MytiLec-1 を大腸菌などの病原細菌に加えると、その糖鎖と結合し互いを凝集させて、細菌増殖

を有意に低下させました(下図 B)。このことから、MytiLec-1 がムラサキイガイの感染防御に働く

ことが示唆されました。 

ムラサキイガイには、MytiLec-1 に加え類似のレクチン MytiLec-2 と MytiLec-3 が存在すること

も分かり、防御の方法に応じて使い分けているのではないかと考えられます。 

 

【今後の展開】 

今回決定された MytiLec-1 の遺伝子配列の転写量を調べることで、水産分野で食用ムラサキイガ

イの健康度を調べたり、海域環境の健全性を評価するマーカーに役立てたりすることが可能と考え

られます。 
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MytiLec-1, 2, 3 がそれぞれどういった場合に発現しているかを明らかにすることで、貝類にお

ける糖鎖を介した生体防御のしくみの詳細が明らかになると期待されます。また、ムラサキイガイ

などの二枚貝は環境指標生物として重要視されていますので、そのモニタリングにも役立てられる

と期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

図 ムラサキイガイの部位別の MytiLec-1 mRNA 転写と MytiLec-1 添加による大腸菌の凝集塊 

(A)外部環境と接触の多いエラと外套膜で常時多量の MytiLec-1 mRNA が転写されており、

大量の MytiLec-1 が作られていると考えられる。 

(B)大腸菌に MytiLec-1 (20 μg/mL)を加えると、数分で菌の凝集塊ができ、増殖も抑制された。 
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